
あんぜん北陸
第165号

北陸地方整備局
　　企　画　部2008.06.23

工事現場における安全訓練（実践）の事例集を作成
（請負業者が実施している４時間／月以上の安全訓練を基に）

安全訓練（実践）事例集

安全講話やビデオ視聴覚だけでは、４時間
は ナガ～イのだ
現場での実践訓練も安全防止につながるよ

“安全訓練（実践）の事例集”　は整備局のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから
http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/index.html 　→　工事施工　→　安全訓練（実践）事例
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実践事例を紹介
するのだ・・・

訓　練　の　内　容

　異常出水時の退避
手順を確認し、退避
の実践訓練を行った。
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　　北陸地方整備局では、新年度に新任の主任監督員（出張所長・監督官等）を対象に、研修
　を実施しています。
  　研修内容は、近年の技術管理の動向、工事監督のあり方、施工管理の把握、施工現場の
　状況と課題、工事検査のあり方、監督を努めるために必要な技術の向上を図るものです。

　　課題検討として、各班に別れて「施工管理」及び「安全管理」について、課題討議を実施
　しました。
　　また、工事検査については、検査実施方法や実務演習等も行いました。

　　この監督・検査実習を経験し、今後の監督業務に役立てて下さい。

技術管理業務・監督検査業務の説明

企画部　技術管理課長

各班による課題討議検討状況

班代表による課題結果発表

新任の主任監督員研修を実施

（工事監督・検査のあり方等について）

新任の主任監督員研修を実施

（工事監督・検査のあり方等について）

新任の主任監督員研修を実施

（工事監督・検査のあり方等について）

新任の主任監督員研修を実施

（工事監督・検査のあり方等について）

工事評定入力演習の状況 研修生による発表 工事検査官による
各班の課題に対する講評
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　　　北陸地方整備局では、昨年度実施した　“ワンデーレスポンス”　について、実
　　施結果をまとめたので紹介します。
　　　ワンデーレスポンスとは、請負業者からの質問や協議があった場合、発注者か
　　らの回答は、基本的に「その日（２４時間以内）のうちに」回答を行います。
　　　（詳細内容については、「あんぜん北陸　平成１９年１２月号」で紹介しています。）
　
　　　１．対象工事件数
　　　　　　○　２３事務所を対象に、２８件実施しました。

　　　２．調査結果（アンケート調査による）
　　　　　　○　現場にて諸問題が発生した場合、「監督員からの回答が早くなった。
　　　　　　　 （８２％）」と大きく改善が図られた。

　　　　　　○　工事の進捗について、計画工程と実施工程を比較した場合、「工程が
　　　　　　　 短縮できた。工程どおりに施工が進んだ。（８２％）」と業務の迅速性・効
　　　　　　　 率性が図られた。

　　　　　　諸問題が発生した場合の回答期間　　　　　計画工程と実施工程の比較

　　　　　　○　ワンデーレスポンスの取り組みについては、「今後も継続して取り組む
　　　　　　　 べきである。（８２％）」と大半を占める継続要望がありました。
　

　　　３．まとめ
　　　　　　○　実施結果として、「諸問題に対する監督員からの回答が早くなり、施工が
　　　　　　　 迅速化し、効率良く（計画工程どおり）施工が進んだ。」
　　　　　　　　　また、実施効果として、工事施工の効率化や情報共有など、「発注者」
　　　　　　　 及び「受注者」とも、良い効果があったものと考えられます。

 　 　４．今後の予定
            ○　今後は、対象工事を主任監督員１件以上として拡大する予定でいます。

ワンデーレスポンスの実施結果がまとまる
（請負業者からは、今後の継続要望が大半を占めた）

受注者

早くなった
　８２％

やや早くなった
　　１１％

変わらない
　　７％

受注者

短縮ができた
　　１８％

計画工程どおり ６４％

計画工程より遅れた
　　１８％

受注者

継続するべき
　　８２％

どちらでもよい
　　１８％
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　　　 平成２０年度　災害査定会議の実施について！

　　各県及び市町村において、地震災害、豪雨災害、風水害等が発生した場合、災害の
　規模等に応じて災害支援を行っています。
　　また、県及び市町村の災害復旧においては、「公共土木施設災害復旧事業費国庫負
　担法」に基づき、災害復旧事業の申請に基づき、災害査定（整備局職員は災害査定官
　財務省職員は立会官）を実施し、国からの補助負担金を定めています。

　　今年度も、新たに災害査定官に任命された整備局職員を含め、約１５０人の出席の
　基、「災害査定会議」が実施されました。

　　災害査定会議では、国土交通省 河川局 防災課職員による、災害査定官としての立場、
　実務演習（机上査定）、質疑・意見交換会が行われ、技術の向上を図りました。

整備局　技術調整管理官

災害査定官の立場・査定実施の説明

実務演習（机上査定） 実務演習（机上査定）

災害査定の趣旨を説明

河川局　総括災害査定官
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○整備局職員による説明会

○模擬査定（研修生による現地調査及び模擬申請）

　　また、同時期において、県で実施された「災害復旧実務研修（県、市町村職
　員が対象）」では、整備局職員による、
　　１．災害査定における実施ポイントの説明
　　２．災害現場における実施調査（研修生が、現地調査を行い、災害申請書を
　　　　作成）
　　３．申請者による模擬査定（研修生が、災害申請書を基に模擬査定を実施）
　を実施し、災害査定のあり方について受講しました。

整備局　工事品質調整官

災害査定における実施ポイントの説明

申請者による模擬査定

災害査定官

立会官

申請者

災害申請書の作成作業

研修生による災害現場における実施調査

6 



　

　　新潟労働局では、毎年、「公共工事発注機関災害防止連絡協議会」を開催し、労働災害
　防止に向けて、公共工事発注関係機関と協議会を開催しています。
 　 今年は、６月１０日（火）に新潟労働局で開催されました。

 　 今年度の議題として、

　　　　１．労働災害発生状況について
　　　　　　　［休業４日以上、死亡災害等の発生件数・状況について]

　　　　２．建設業における監督指導の実施結果について

　　　　３．平成２０年度の労働基準行政の運営について

　　　　４．平成２０年度の公共工事発注予定・災害防止対策について

　　　　５．労働災害防止対策の取り組みについて
　
　　報告され、質疑及び意見交換会が行われました。

　　　今後は、各県及び各労働局の事務所毎に「災害防止連絡協議会」が開催される予定
　　です。
　
　　　各整備局の事務所職員及び主任監督員は、労働局より開催案内がありましたら、出
　　席されるよう願います。
　　　また、出席された際には、連絡協議会での内容について、請負業者の皆さんにも、報
　　告されるよう願います。

　　　「新潟労働局の死亡労働災害事例集」を基に、工事事故の事例紹介をします。

新潟県公共工事発注機関災害防止連絡協議会が開催される！

新潟県公共工事発注機関

災害防止連絡協議会

日時：平成20年６月10日（火）

会場：新潟労働局　会議室

7 



＜斜面から抜根とともに転落＞

②死傷者

死亡１名　　男性　　年齢５９歳 職種 職長 　経験年数１９年

①発生原因

③労働局からのコメント

　安全帯を装着し、親綱等安全帯を取付ける設備があったにもかかわらず、午前中
の休憩を終え、作業再開直後であったため、安全帯を親綱にかけていなかったこ
と

　毎年同じような山の斜面からの墜落災害が発生しています。
勾配が４０゜以上の斜面については労働安全衛生規則上も墜落防止措置が必要と
されています。

・　高さ2m以上の場所において、作業床を設けることが困難なときは安全帯を使
　用させる。
・　労働者は、事業者から安全帯の使用を命じられたときは、確実に安全帯を使用
　する。
・　保護帽（ヘルメット）のあご紐は、はずれないようきちんと取付ける。

④安全防止対策

・　安全帯の使用を忘れずに。
・　保護帽（ヘルメット）のあご紐は、
　はずれないように取付けること。

8 



＜吊り荷のＵ形側溝が落下し下敷きとなる＞

①発生原因

　建設重機をクレーン作業用に切り換えず、また、専用吊具のロックを解除せずに
側溝を吊り上げ、荷が落下する箇所に作業員が作業をしていたこと。

②死傷者

死亡１名　　男性　　年齢４３歳　職種土工　　経験年数２年

③労働局からのコメント

　クレーン機能付油圧ショベルを用いてクレーン作業を行う場合は、小型移動
式クレーン運転技能講習、玉掛け技能講習を修了した資格者の配置に注
意

④安全防止対策

　・　クレーン機能付き油圧ショベルで荷を吊り上げるとは、必ずクレーン仕様に切
　　換えて作業を行う。
　　　　（クレーン仕様に切換えない場合は、車両系建設機械の用途外使用となる
　　　　おそれがあります。）
　・　この様な構造の専用吊り具を使用する場合は、吊り具のメーカー等で作成し
　　た作業手順を守る。
　・　荷が落下するおそれのある場所には作業員を立ち入らせない。

・　建設機械の用途外使用をしない
　こと。
・　吊り荷の下では作業をしないこ

9 



事故事例を参考に、作業手順書の見直しや、危険予知活動に活かして下さい。

５月は昨年より３件多く発生　　合計で７件発生！！
　　労働災害　４件　　公衆災害　３件　　交通事故　０件
　　（休業４日以上が　２件発生）

　　今一度、講習会や現場点検を実施し、
　　　　　労働災害・公衆災害の防止に努めて下さい。

事　故　速　報
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（その１）
平成２０年　５月１３日(火）　１１時４０分

道路改良工事　　　　　　　　＜労働災害　休業４日以上＞　　　　　　　　

事故の状況

（その２）
平成２０年　５月１５日(木）　１０時３０分

道路改良工事　　　　　　　　＜公衆災害＞　　　　　　　　

事故の状況

（その３）
平成２０年　５月２０日(火）　１４時１５分

道路清掃等作業　　　　　　　　＜公衆災害＞

事故の状況

（その４）
平成２０年　５月２３日(金）　１６時３０分

河川水理水門観測作業　　　　　　　　＜労働災害　休業４日以上＞

事故の状況

（その５）
平成２０年　５月２６日(月）　１１時００分

河川巡視支援業務　　　　　　＜労働災害＞

事故の状況

（その６）
平成２０年　５月２９日(木）　１５時３０分

営繕建築耐震改修工事　　　　　　＜公衆災害＞

事故の状況

（その７）
平成２０年　５月３０日(金）　１０時１５分

河川堤防補強工事　　　　　　＜労働災害＞

事故の状況

肩掛式機械で草刈りの作業中、国道を走行していた一般車に小石があたり、助手席側の窓
ガラスを破損した。

水位観測所点検終了後、徒歩にて帰路途中に、ある沢を飛び越えたところ、着地した時に
滑って左膝を強打した。その後、病院で診察を受けたところ、半月板損傷で入院した。

業務の写真を撮影しようとして、カメラで被写体を見て移動していたところ、足下のブ
ロックより足を滑らせて50㎝程度転倒し、足首を負傷した

測量作業を終了し、機械を肩に担いで堤防の階段を登っている際、足を踏み外して前方に
転倒し負傷した。

工事の種類

工事の種類

発生日時

発生日時

工事の種類

低層棟の鉄筋コンクリート壁の解体中に、カッター用に使用していた水が、１階倉庫に漏
水し、保管書類の一部が濡れた。

工事の種類

発生日時

工事の種類

発生日時

工事の種類

発生日時

発生日時

プレキャストBOX設置に伴い、昇降設備を設置していたが、設備が転倒し、近くにいた作
業員が挟まれた。

発生日時

工事の種類

動態観測用杭を打ち込んだところ、農業用送水管にあたり破損させた。

休業４日以上の事故は、
建設工事事故データベースへの登録を忘れずに！

・建設工事事故データベースへの登録（入力）がされていない事例が見受けられます。
・請負者、発注者は必ずインターネットを利用して登録（入力）して下さい。
・建設工事事故データベースは、各地方整備局、都道府県、政令指定都市、公団が発注した
　公共工事のうち、休業４日以上の事故が発生した工事について、事故報告をインターネット
　を利用しデータベースに入力するものです。
・管理業務はＳＡＳセンターが行っています。

・登録（入力）は、ＳＡＳセンターのホームページから

ＵＲhttp://sas.ejcm.or.jp/
※詳しくは、「土木工事現場必携」８８ページをご覧ください
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　　また、今年度も発注者支援の一環として、６月から「直轄工事への臨場立会研修」を実施しております。

　　実施予定については、以下のアドレスに掲載（毎月下旬頃更新）しておりますので、県・市町村職員の方の

　多数のご参加をお待ちしております。

http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/hinkaku/html/tatiai-top.html

お　知　ら　せ
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